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津軽海峡東口に行ける電波局の配置予定と 
流向・流速の得られる範囲 

26年春からデータ
が得られる予定 



むつ研究所の役割と活動 海洋研究開発機構の役割 

１）海洋地球研究船「みらい」母港 
    研究航海ミッション 
２）「みらい」海洋観測支援 
    機材整備、陸上分析支援 
３）北太平洋時系列観測 
    炭素・化学物質循環 
  東北マリンサイエンス拠点形成事業への参加 
４）機器開発 
    自動二酸化炭素測定センサー開発、利用 
５）普及広報 
    海洋学、環境学の普及活動 
    「みらい」公開、研究施設・成果の公開 
 

沿岸観察会より 

北太平洋時系列観測研究 
  ・北太平洋における時系列観測の実施 
     亜寒帯渦、亜熱帯域 
  ・時系列観測に資する機器の開発 



沿岸親潮 

対馬 (津軽 )暖
流 北海道大学水産学研究院との連携協定 

青森県産業技術センターとの連携協定 

磯の生物観察 
浜の温度変化計測 
海峡の観測 
 

むつ研究所の研究トピック 

二酸化炭素分圧の高頻度観測
（南極海域の観測） 

東北マリンサイエンス拠点形成事業 北太平洋時系列観測 

桐原論文より 
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関根浜で測定されている水温の変動 

2002年から継続的に測定されている。 
2010年は9月初めに、2012年は9月半ばにピーク。 
今年の8月初めまでは2010年に似ている。 

海 

青森ブイ 

参考： 青森県水産総合研究所ブイデータ 

偏差の経年変化 

津軽海峡における観測 むつ研究所所在地 
において2002年4月より港の外側で
温度を自動計測 



関根浜で計測された水温 範囲    5-25℃ 
温度幅   2-  3℃ 



季節変動を除いた時の偏差 



水温の経年変化 

最近の8年間で、海水温の上昇傾向が認められる？ 

各月の８年間の平均値から、 
ある年のある月の値がどの程度高いか低いか表した図 



10月19日 9月16日 8月19日 

日本海の水温と流れ 50m深 
（2010年6月から10月） （気象庁） 

7月19日 6月17日 

2010年のむつ湾の高温化現象 

日本海南部の高い表面水が北へ運ばれる。 
気象庁WEBサイトから引用 



Recent fluctuations in distribution and biomass of cold and warm temperature species of Laminarialean algae at Cape 
Ohma, northern Honshu, Japan 
Shinji Kirihara, et al., J. App. Phycology (2006) 18, 521–527 より 

マコンブ ガゴメ スジメ サラアナメ ツルアナメ ワカメ アオワカメ 

Google 

海水の高温化 

寒冷性の海藻が減少し、暖流系
の海藻が増加する。 

出典：東北区水産研究所 
伊藤ら資料 
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海峡を挟んでの生産性 

珪藻量の変動 



物理・化学・生物攪乱をモニタリングし、地震・津波
によっ乱された生態系の再生過程を把握する。 

東北マリンサイエンス拠点形成事業 

海洋生物資源（漁業）環境の長期間モニタリング 

海洋生物資源生物環境モニタリングの開始と現在の環境状況 

海底環境の時系列変化の把握 

海底環境変遷の把握 
 ・海底境界層付近の環境変遷の把握 
  ＞海底設置型観測装置（ランダー）によるデータの取得 
 
堆積物中の環境変遷の把握 
 ・地震よるイベント堆積物の影響把握とその回復過程 
  の把握 
 
海底環境への物質輸送の把握 
 ・船舶による水柱の化学成分・生産性の把握 
 ・セジメントトラップによる沈降粒子の捕集・組成解析 

http://www.i-teams.jp/


野
田 

釜
石 

0 

1/1 12/31 

出典：東北区水産
研究所 伊藤ら資
料 

1/1 12/31 

津軽海峡に見られた高温化の影響範囲 

岩手県野田、釜石の水温に
も高温化が見られている。 
 
 
データは岩手県水産技術センターから得、
作図 



津軽海峡東口に行ける電波局の配置予定と 
流向・流速の得られる範囲 

26年春からデータ
が得られる予定 

噴火湾底層水の
低酸素化 

むつ湾の高温化 

漁場の変動 

原子力防災 

沿岸親潮の影響 
津軽暖流の影響 

マイカ、
マグロ 

渦モード 



JAMSTECの中期ビジョン 昨年版 

  防災、資源そして生態系の把握、環境が中心課題になっている。 

むつ研究所の対応 

１．津軽海峡を中心海域 
  とする海洋観測の実施 
２．観測結果の効果的な 
  公表 

現在は 
「北太平洋時系列観測研究」 
を実施ている。 



環境変化
酸性化

北の海域の酸
性化等環境影
響変化の影響

対馬海峡
以南の環境
が伝播

沿岸親潮

？

津軽海峡東方海域
（道南太平洋海域）

津軽暖流水と道東からの親潮
とが季節的に交替する海域
①下北沿岸域を南下する時期
（冬から春、沿岸モード）
②東に張り出し渦を形成する時
期(夏から秋、渦モード）が知ら
れる。

津軽海峡西方海域

接岸しながら日本海を北
上する対馬暖流が海峡か
ら太平洋へ流出するもの
（約6割）と北上するもの
（約4割）とに分かれる。

付属する研
究対象海域

中心となる研
究対象海域

河川影響観
測海域

野牛川の流入

農業活動の影響があ
る河川

大畑川の流入

人間活動の影響が
少ない清流が起源

・津軽海峡の流量とその変動の把握
・沿岸域の生物・物質環境変動の把握
・陸域環境の変化とその影響
・沿岸域環境の広域伝播評価

HFレーダーによる海流測定
＊九大・北大との連携により対馬暖流の流量の実態把握

温度・塩分・溶存酸素・濁度
の自動計測

船舶観測（クロロフィル・生産力
栄養塩・環境関連物質の測定）
低次生物調査
生態調査（海浜）

多様な生態系と環境の関係に関
する研究

沿岸海域の環境変動
予測の精度向上に資する

温暖化、環境変化の影響情報を
基盤とする環境適応型の水産を
はじめとする産業の創出

成果の社会への還元

東北地域沿岸研究
中核海洋都市としての発展

（地域振興）

沿岸域の環境調査

環境対策への寄与

沿岸環境と生態系の把握と環境変化の影響評価 

・下北半島に与える対馬暖流の影響をひょうかする。 
・津軽海峡内の現象把握 



・下北東方の豊富な漁場への影響評価 
・沿岸域の環境変化を捉える 
 ⇒津軽暖流の流量を計測し、季節、経年変動を明らかにする。 

津軽海峡の流量の把握 
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津軽海峡の観測研究 

津軽海峡東
方の海況状
況把握 

漁場予測 

流場に関わ
る高解像度
モデル 

 

地域防災 

津軽海峡
流量測定 

周辺漁港周
辺の速場の
把握 

港湾維持 
水産活動 

全球環境
変動把握 

外洋環境へ
の日本海水
の影響評価 

HFレーダー 

船舶データ 

繋留系データ 

化学・生物 

データ 

船舶データ 

繋留系データ 

沿岸環境・
漁場保全 

 
場を理解して効
率的な資源確
保・海浜及び沿
岸環境の保全 

物
質
循
環
の
理
解 

衛星データの 

有効利用 

情
報
交
換 

津軽海峡を対象海域として相
互の関係を理解し、効率的な
海産資源確保に関わる環境
保全・減災につなげる。 

マグロ・イカ等の回遊路
の推定、生物棲息環境
の保護 など 

津軽海峡の海流（流向・
流速）予測情報の利用 

津軽海峡の海流（流向・
流速）予測情報の利用 

国内の種々の地域に展開し、
地域性を含んだ沿岸保全、資
源確保へ。 



2014年観測計画 
 ・津軽海峡東口の流速測定（海洋レーダー） 
 ・流速測定（電磁流速計、定点、3か月程度） 
 ・船舶観測（北大・水産との連携） 

船舶観測線 

海洋レーダーの
観測範囲 

目的：津軽海峡を通して日本海から大洋域へ通過する津軽暖流の流量と物質 
    輸送量およびそれらの変動を捉えるための観測を実施する。 
    観測結果を逐次公表して水産業等に役立てる。 

ま と め 


